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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月19日(2012.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｉ）エラストマー系接着剤組成物と、
ii）放出可能な状態で吸着された一酸化窒素を含み、前記エラストマー系接着剤組成物中
に分散されたゼオライトと、
を含む、皮膚用包帯剤組成物として用いられる包帯剤組成物。
【請求項２】
　９９．５～３０重量％のエラストマー系接着剤組成物と、０．５～７０重量％のゼオラ
イトとを含む、請求項１に記載の包帯剤組成物。
【請求項３】
　前記エラストマー系接着剤組成物が、１５～１００重量％のエラストマーと、０～８５
重量％の親水コロイドとを含む、
請求項１又は２に記載の包帯剤組成物。
【請求項４】
　前記ゼオライトが、ゼオライトＰ、ゼオライトＡ、ゼオライトＸ、ゼオライトＹ、及び
それらの混合物から選ばれる、
請求項１～３の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項５】
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　前記ゼオライトが、遷移金属カチオンを、正電荷を付与する骨格外金属カチオンとして
含む、
請求項１～４の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項６】
　前記遷移金属カチオンが、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ａｇ又はそれらの混
合物である、
請求項５に記載の包帯剤組成物。
【請求項７】
　前記ゼオライトが乾燥ゼオライトである、
請求項１～６の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項８】
　前記エラストマー系接着剤組成物は、親水コロイド系接着剤組成物であり、
　前記親水コロイド系接着剤組成物が、当該親水コロイド系接着剤組成物の重量で、１５
～７０重量％の親水コロイドと、３０～８５重量％のエラストマーとを含む、
請求項１～７の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項９】
　付加的な、薬剤として活性な物質をさらに含み、前記物質が創傷治療剤である、
請求項１～８の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項１０】
　高齢患者又は糖尿病患者の慢性の創傷を含む創傷の治療用である、
請求項１～９の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
【請求項１１】
　前記包帯剤組成物が体の表面からの液体からの水と相互作用する際に、前記体の表面へ
の一酸化窒素の徐々の放出をもたらす用途用の、
請求項１～１０の何れか１項に記載の包帯剤組成物。
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